
4広報ひかり　平成17年9月25日5

市長の 
まちづくりメッセージ 
市長の 
まちづくりメッセージ 
市役所では、毎月の初日（今回は9月1日）に「市長のまちづくり

メッセージ」を放送しています。市民の皆さんと『共創・協働のまち

づくり』を進めていくため、その一部を掲載します。
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こ
の
夏
のイ

ベ
ン
ト
に
つ
い
て
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新
「
光
市
」
で
迎
え
た
初
め
て

の
夏
に
、
市
内
各
地
で
市
民
と
の

共
創
・
協
働
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
や
催
し
も
の
が
開
催

さ
れ
、
光
市
の
最
も
輝
く
姿
を
披

露
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
元

気
な
ま
ち
と
し
て
市
内
外
の
多
く

の
人
々
に
情
報
発
信
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
、
主
催
者
を
は
じ
め
多

く
の
関
係
者
の
ご
労
苦
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
積
極
的
な
活
動
に
対
し
、

深
く
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
う
し
た
民
間
の
団
体

を
中
心
と
し
た
活
動
を
背
景
に
、

市
で
は
、
新
市
発
足
に
伴
う
市
民

の
一
体
化
の
促
進
と
、
さ
ら
な
る

賑
わ
い
の
創
出
を
図
る
た
め
、
夏

の
海
水
浴
場
集
客
向
上
対
策
事
業

と
し
て
、
ナ
イ
タ
ー
海
水
浴
場
の

開
設
や
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
事
故
も
無

く
成
功
裏
に
終
了
し
た
と
報
告
を

受
け
ま
し
た
が
、
今
回
の
結
果
に

甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
問
題
点
や

課
題
な
ど
を
整
理
し
て
次
回
に
活

か
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
特
に
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
お

け
る
安
全
・
安
心
対
策
等
の
危
機

管
理
や
開
催
場
所
周
辺
へ
の
配
慮

な
ど
に
細
心
の
注
意
を
払
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
は
、
最
小
の
費
用
で
最
大

の
効
果
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
費
用

対
効
果
や
地
域
経
済
へ
の
波
及
効

果
、
環
境
面
で
の
配
慮
、
さ
ら
に

は
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
目
的
や
開

催
の
意
義
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
観

点
か
ら
、
そ
の
都
度
、
検
証
し
て

み
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
多
く
の
人
々
が
集
い
・
賑
わ

い
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
促
す
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
を
、
ま
ち
の
活
性

化
策
の
一
つ
と
し
て
、
さ
ら
に

は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
住
民
の
連
帯

感
や
一
体
感
を
醸
成
す
る
手
段
と

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
知
恵
を

出
し
合
い
共
創
・
協
働
で
創
り
上

げ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
職
員
の
皆
さ
ん
も
、
ま
ち
の
活

性
化
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
の
活
動
に
積
極
的
な
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
取
り
巻
く

社
会
経
済
情
勢
は
、
少
子
・
高
齢

社
会
の
急
速
な
進
行
、
地
球
規
模

で
の
環
境
問
題
、
ま
た
、
国
際

化
・
高
度
情
報
化
の
飛
躍
的
な
進

展
な
ど
、
大
き
く
様
変
わ
り
を
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
の
構
造
改
革
や
三
位

一
体
の
改
革
を
は
じ
め
、
地
方
自

治
体
を
取
り
巻
く
仕
組
み
や
制
度

が
徐
々
に
変
化
し
、
新
た
な
社
会

を
創
造
す
る
た
め
の
試
行
錯
誤
が

展
開
さ
れ
る
な
ど
、
激
動
の
変
革

期
の
真
っ
只
中
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
自
己
決
定
と
自

己
責
任
の
原
則
の
下
、
地
方
自
治

体
は
政
策
に
よ
り
優
劣
を
競
い
合

う
都
市
間
競
争
の
時
代
を
迎
え
て

い
ま
す
。

　
光
市
に
お
い
て
も
、
今
後
、
新

市
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
に
は
、
市
職
員
一
人
ひ
と
り
が

自
分
で
課
題
を
見
つ
け
、
自
ら
学

び
、
考
え
、
主
体
的
な
判
断
・
行

動
し
、
よ
り
よ
く
問
題
を
解
決
す

る
資
質
や
能
力
を
養
う
な
ど
、
徹

底
し
た
意
識
改
革
と
職
員
の
自
主

的
・
主
体
的
な
能
力
開
発
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
公
務
員
と
し
て
の

接
遇
向
上
の
養
成
、
法
制
執
務
や

公
務
員
倫
理
な
ど
の
基
本
研
修
か

ら
行
政
法
・
民
法
や
土
木
・
建
築

等
の
専
門
能
力
・
専
門
技
術
の
養

成
研
修
、
さ
ら
に
は
近
年
の
自
然

災
害
な
ど
を
主
と
す
る
危
機
管
理

研
修
な
ど
、
積
極
的
に
研
修
の
機

会
を
設
け
、
職
員
の
皆
さ
ん
に
参

加
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
一
方
、
近
年
で
は
、
市
民
の
地

方
自
治
体
に
対
す
る
姿
勢
は
大
き

く
変
化
し
、
市
民
か
ら
行
政
に
対

す
る
要
望
や
苦
情
が
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
が
、
市
民
か
ら
の
相
談

に
は
よ
り
よ
く
耳
を
傾
け
、
相
談

内
容
を
理
解
し
た
う
え
で
、
ス

ピ
ー
ド
あ
る
対
応
を
心
が
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
職
員
の
皆
さ
ん
の
一
生
懸
命
に

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
姿
が
、

市
民
の
行
政
へ
の
見
方
や
信
頼
を

変
え
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
で
、

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

職
員
の
資
質
の
向
上
が
市
民

の
信
頼
を
高
め
る
に
つ
い
て

光
市
再
発
見
、
み
ん
な
で
見
よ
う
！

第
３
回
市
民
ツ
ア
ー

　
光
市
観
光
協
会
で
は
、
光
市
の
す
ば
ら

し
い
数
々
の
名
所
旧
跡
な
ど
を
も
う
一
度

皆
さ
ん
に
再
発
見
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

市
民
ツ
ア
ー
を
次
の
要
領
で
計
画
し
ま
し

た
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ど
し
ど
し
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
開
催
期
日
　
10
月
22
日

◎
時
間
　
光
市
役
所
　
出
発
９
時
／
解
散

15
時
50
分

◎
行
程
　
光
市
役
所
↓
伊
藤
公
資
料
館
↓

特
産
品
直
売
所
ふ
ら
っ
と
大
和
↓
束
荷
神

社
（
夕
日
の
滝
入
口
〜
車
中
か
ら
案
内
）

↓
総
合
運
動
公
園
↓
三
国
志
城
↓
石
城
山

〜
石
城
神
社
、
神
籠
石
↓
光
市
役
所

◎
開
催
期
日
　
10
月
23
日

◎
時
間
　
大
和
支
所
　
出
発
９
時
30
分
／

解
散
17
時
50
分

◎
行
程
　
大
和
支
所
↓
冠
山
総
合
公
園
↓

冠
天
満
宮
↓
海
商
通
り
〜
早
長
八
幡
宮
、

高
札
場
、
山
頭
火
句
碑
、
普
賢
菩
薩
対
面

の
松
古
蹟
、
光
ふ
る
さ
と
郷
土
館
、
専
光

寺
、
普
賢
寺
、
雪
舟
庭
、
松
岡
洋
右
碑
等

↓
牛
島
↓
市
民
ホ
ー
ル
〜
人
形
浄
瑠
璃
↓

熊
野
神
社
↓
清
鏡
寺
↓
大
和
支
所

※
行
程
に
つ
い
て
は
、
天
候
な
ど
に
よ
り

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
募
集
人
員
　
両
日
と
も
40
人

●
応
募
資
格
　
18
歳
以
上
（
お
住
ま
い
、

勤
務
先
住
所
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
。
）

●
応
募
方
法

　
・
官
製
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

　
勤
務
先
ま
た
は
通
学
先
、
希
望
期
日
、

　
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
光
市
観
光

　
協
会
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
・
１
枚
で
両
日
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
・
ハ
ガ
キ
１
枚
に
二
人
ま
で
記
入
で
き
ま

　
す
。
二
人
分
記
入
さ
れ
る
場
合
は
、
必

　
要
事
項
を
そ
れ
ぞ
れ
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　
・
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
募
集
期
間
　
９
月
26
日
〜
10
月
10
日

（
当
日
消
印
有
効
）

●
参
加
費
用
　
一
人
１
０
０
０
（
昼
食
お

よ
び
保
険
料
の
一
部
に
充
当
）

※
当
選
者
に
は
10
月
17
日
前
後
に
電
話
ま

た
は
ハ
ガ
キ
に
よ
り
通
知
し
ま
す
。

●
応
募
先
・
問
合
せ
　
光
市
観
光
協
会
　

〒
７
４
３-

８
５
０
１
　
光
市
中
央
６
丁
目

１-

１
０
８
３
３(

７
２)

１
４
０
０
　

大
和
エ
リ
ア
　
ツ
ア
ー

光
エ
リ
ア
　
ツ
ア
ー

【
募
集
要
項
】
　

皆
さ
ん
、
自
分
が
住
ん

で
い
る
光
市
を
再
発
見

し
て
み
ま
せ
ん
か
！

　
我
が
国
で
初
め
て
の
景
観
に
つ
い
て
の
総

合
的
な
法
律
で
あ
る
「
景
観
法
」
が
、
今
年

の
６
月
１
日
に
全
面
施
行
（
平
成
16
年
12

月
に
一
部
施
行
）
さ
れ
ま
し
た
。

　
景
観
法
は
、
都
市
や
農
山
漁
村
な
ど
に
お

け
る
良
好
な
景
観
の
形
成
を
促
進
し
、
美
し

く
風
格
の
あ
る
国
土
の
形
成
、
潤
い
の
あ
る

豊
か
な
生
活
環
境
の
創
造
お
よ
び
個
性
的
で

活
力
の
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
図
る
た

め
、
景
観
に
関
す
る
国
民
共
通
の
基
本
理
念

や
、
国
・
地
方
公
共
団
体
・
事
業
者
・
住
民

そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
を
定
め
る
と
と
も
に
、
建

築
な
ど
の
行
為
規
制
や
支
援
の
仕
組
み
な
ど

を
定
め
た
法
律
で
す
。

　
本
市
は
、
景
観
法
に
基
づ
く
景
観
形
成
の

推
進
を
図
る
た
め
、
県
知
事
の
同
意
を
得

●
日
時
　
10
月
15
日
13
時
〜
16
時
30
分

●
場
所
　
室
積
公
民
館
　
大
ホ
ー
ル

●
対
象
者
　
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
が
あ
る

人
な
ら
ど
な
た
で
も
（
先
着
50
人
）

●
参
加
費
　
無
料

●
応
募
方
法
　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡

先
を
電
話
・
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

に
て
左
記
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
　
10
月
５
日

●
申
し
込
み
・
問
合
せ
　
都
市
計
画
課
都

市
計
画
係
０
８
３
３(

７
２)

１
４
０
０
Ｆ

Ａ
Ｘ
０
８
３
３(

７
２)

３
４
７
８

Ｅ
メ
ー
ル
（toshikeikaku@

city.hikari.
lg.jp)

景
観
行
政
団
体
に
つ
い
て

景
観
法
に
つ
い
て

地
域
景
観
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
in
光

参
加
者
募
集

　
室
積
海
商
通
り
で
景
観
の
宝
探
し
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

て
、
今
年
の
６
月
１
日
に
「
景
観
行
政
団

体
」
と
な
り
ま
し
た
。
県
内
で
は
萩
市
、
宇

部
市
に
続
い
て
３
番
目
と
な
る
も
の
で
す
。

　
今
後
、
良
好
な
景
観
で
あ
る
白
砂
青
松
の

室
積
・
虹
ヶ
浜
海
岸
、
石
城
山
な
ど
の
自
然

景
観
や
町
並
み
を
守
り
育
て
て
い
く
た
め
、

市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
「
景
観
計
画

の
策
定
」
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

景
観
を
活
か
し
た
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景
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し
た
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く
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て
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く
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く
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く
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づ
く
り
を
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し
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景
観
を
活
か
し
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ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て


